
　　

議会だより議会だより
№ 167
2023.10.5

９月会議９月会議

河
原
市
用
水
を
作
っ
た
男

中
橋
久
左
衛
門

中橋久左衛門が晩年を過ごした浅田地区には、顕彰碑が残中橋久左衛門が晩年を過ごした浅田地区には、顕彰碑が残
り、地元有志により約１００年の長きにわたって守り継がり、地元有志により約１００年の長きにわたって守り継が
れています。       ～裏表紙に絵札紹介～れています。       ～裏表紙に絵札紹介～

津
幡
か
る
た
表
紙
シ
リ
ー
ズ　
第
２
弾

紙芝居を紹介する　
今井一明さん

災害復旧費　災害復旧費　７月豪雨 災害復旧にまったなし７月豪雨 災害復旧にまったなし
委員会審議　委員会審議　オンデマンドバス「のるーと津幡」導入オンデマンドバス「のるーと津幡」導入などなど
請願５件を審査請願５件を審査
一般質問１０人が登壇　一般質問１０人が登壇　豪雨災害・防災関連の質問多数豪雨災害・防災関連の質問多数

２Ｐ
３Ｐ
４Ｐ
６Ｐ

上左：現代の顕彰碑　　上中：建立時の顕彰碑　　上右：河原市用水 (太田地内 )
下：波自加彌 (はじかみ )神社　　イラストは久左衛門の紙芝居より



9 月会議9 月会議
※金額はすべて 1 万円未満切り捨てで記載しています 　

９
月
会
議
を
４
日
か
ら
12
日
ま
で
の
会
議
期
間

で
開
催
し
た
。

　

初
日
に
、
町
長
か
ら
令
和
５
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
事
業
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正

な
ど
14
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　

２
日
目
に
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
10
人
が
一
般

質
問
を
行
っ
た
。

　

議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
審
議
を
経
て
全
議
案

を
可
決
し
、
請
願
２
件
を
採
択
、
２
件
を
不
採
択
、

１
件
を
継
続
審
査
と
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
、

議
会
議
案
と
し
て
議
会
基
本
条
例
・
意
見
書
２
件

を
可
決
し
た
。
さ
ら
に
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件

が
提
出
さ
れ
、
委
員
会
審
議
を
経
て
可
決
し
た
。　

４８億７９８４万円を可決

災害復旧にまったなし
過去最大額の補正　町独自の追加支援を行う

一般会計
補正予算

特別・事業会計 ( 資本的支出 ) 補正　１０億７４９２万円を可決

　

議
会
基
本
条
例

制
定

　
信
頼
さ
れ
る
議
会
を

10
月
１
日
施
行

議
会
に
関
係
す
る
基
本
的
な
事
項
を

定
め
て
い
ま
す
。

・
議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則

・
町
民
と
議
会
と
の
関
係

・
議
会
と
行
政
と
の
関
係　
な
ど

第
１
章
総
則
か
ら
第
８
章
最
高
規
範

性
と
見
直
し
手
続
ま
で
、
議
会
の
最

高
規
範
と
し
て
制
定
し
ま
し
た
。

▲民家を巻き込むがけ崩れ

公
平
で
公
正
・
透
明
な
議
会
と
町
民
の

皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
目
指
し
て

議会基本条例
はこちらから

町の災害対応
はこちらから

▲床下乾燥中の住居
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- 監理課 -

　

予
算
決
算
、
総
務
産
業
建
設
、
文
教

生
活
福
祉
の
常
任
委
員
会
と
分
科
会
で

審
議
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
主
な
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。

- 生活環境課 -

A Q

A Q

322 万円

Ａ
Ｉ
活
用
型
と
は
。

予
約
に
応
じ
て
Ａ
Ｉ
が

最
適
ル
ー
ト
を
選
定

し
、
運
転
手
に
指
示
を

出
す
。

山
間
地
で
の
運
行
は
。

市
街
地
で
の
運
行
状
況
や

コ
ス
ト
面
を
見
な
が
ら
検

討
す
る
。

　
Ａ
Ｉ
活
用
型
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　
　
　
　
　
「
の
る
ー
と
津
幡
」
導
入

- 都市建設課 -

A Q

A Q

契
約
額
は
妥
当
か
。

工
事
費
の
算
出
は
町
で

も
行
っ
て
お
り
、
適
正

な
価
格
と
な
る
よ
う
精

査
し
て
い
る
。

完
成
時
期
は
。

令
和
９
年
11
月
を
期
限
と

し
て
、
早
期
完
成
を
目
指

す
。

　
津
幡
駅
自
由
通
路
等
の
完
成
は

- 総務課 -

A Q

A Q

2500 万円

施
設
の
整
備
目
的
は
。

井
上
地
区
に
防
災
備
蓄

倉
庫
が
無
く
、
避
難
所

で
使
用
す
る
非
常
食
や

毛
布
な
ど
を
備
蓄
す

る
。

川
尻
水
門
が
近
い
が
浸
水

対
策
は
大
丈
夫
か
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ

き
、
十
分
に
配
慮
を
す
る
。

　
井
上
地
区　

　
　
　
防
災
備
蓄
施
設
の
整
備

- 子育て支援課 -

35 万円

園
児
の
置
き
去
り
防
止

装
置
の
設
置
が
、
こ
の

時
期
に
な
っ
た
理
由

は
。

昨
年
も
補
正
し
予
算
を

確
保
し
た
が
、
導
入
を

予
定
す
る
こ
ど
も
園
の

希
望
す
る
装
置
が
、
今

年
度
に
発
売
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
た
め
。

　
送
迎
バ
ス

　
　
　
　
置
き
去
り
事
故
防
止

委員会審議委員会審議

A Q

- 教育総務課 -

2893 万円

　
小
学
校
用
地
の
災
害
復
旧

Q

A

災
害
復
旧
費
の
測
量
設

計
委
託
料
１
７
７
５
万

円
の
内
訳
は
。

測
量
設
計
と
し
て
、
太
白

台
小
学
校
裏
の
が
け
崩
れ

で
１
６
６
５
万
円
、
笠
野

小
学
校
で
１
１
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

　
待
望
の
役
場
内
食
堂
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
「
ご
ち
そ
う
Ｓさ

んＵＮ
」

A Q
食
堂
の
運
営
は
。

町
公
共
施
設
等
管
理
公
社

が
運
営
を
担
い
、
町
が
施

設
を
提
供
す
る
。

20 億
7265 万円

44 万円

▶
取
り
付
け
予
定
の
送
迎
バ
ス

A Q
町
民
の
利
用
も
可
能
か
。

10
月
上
旬
か
ら
一
般
の
方

へ
の
提
供
を
予
定
し
て
い

る
。

▲ホッとするおいしいご飯

つばた議会だより　No.167

令和 5年 10月 5日発行
3



請願・討論請願・討論
 ９月会議で審査された請願の結果をお知らせします。

 請願・陳情は、町政に対し意見や要望があるとき

 どなたでも提出することができます。

 請願には紹介議員が必要ですが、陳情には必要ありません。

性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関

す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
に
関
す
る
法
律
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進

法
）
の
慎
重
な
運
用
を
求
め
る
請
願
書

・
社
会
の
混
乱
防
止
及
び
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を
望
む
上
で
、
法
の
慎
重
な
運
用　
　
　
　
　
　
　

   

が
必
要
だ
。

・
県
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
条
例
化
の
動
き
を
見
定
め
た
い
。

委
員
会
の
主
な
意
見

賛
成

法
律
は
尊
重
す
る
が
、
欧
米
で
は
様
々
な
問
題
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

運
用
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
だ
。　
　
　
　
　
　

中
島　

敏
勝　

議
員

法
律
に
お
い
て
も
慎
重
な
対
応
と
運
用
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
逐
次
評

価
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
柔
軟
な
対
応
も
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
下　

政
博　

議
員

反
対

生
物
多
様
性
の
保
全
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
対
策
の
強
化

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

・
生
物
多
様
性
の
損
失
を
食
い
止
め
、
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ                  

   

ブ
の
実
現
に
向
け
、
政
府
は
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
支
援
強
化
が
必
要
だ
。

委
員
会
の
主
な
意
見

採
択

政
府
は
、
男
女
賃
金
格
差
を
是
正
す
る
具
体
的
方
策
を
つ
く
る
よ

う
求
め
る
請
願

・
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
か
ら
実
施
強
化
に
向
け
た
方
策
が
必
要
だ
。

・
賃
金
格
差
は
、
職
種
や
雇
用
形
態
に
よ
り
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
。

委
員
会
の
主
な
意
見

不
採
択

賛
成

母
子
家
庭
と
父
子
家
庭
の
所
得
を
比
べ
る
と
、倍
以
上
の
格
差
が
あ
る
。

ま
た
、
賃
金
が
低
い
が
ゆ
え
に
将
来
の
年
金
受
給
額
に
も
影
響
す
る
。

賃
金
格
差
を
是
正
す
る
施
策
が
必
要
だ
。　
　
　

塩
谷　

道
子　

議
員

健
康
保
険
証
廃
止
の
中
止
等
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
請
願

・
本
文
に
、
中
止
を
含
め
見
直
す
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
国
が
示
す
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
主
旨
か
ら
外
れ
る
た
め
、
意
見
書
の
提
出
は
慎
重
に
行
う
べ
き
だ
。

委
員
会
の
主
な
意
見

不
採
択

賛
成

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
各
種
制
度
の
ひ
も
づ
け
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し

て
お
り
、
健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
体
化
は
、
個
人

情
報
が
漏
洩
す
る
不
安
が
大
き
い
。　
　
　

       

塩
谷　

道
子　

議
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
り
、

国
で
も
既
に
決
定
事
項
と
な
っ
て
い
る
。　
　
　

西
村　
　

稔　

議
員

反
対

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の
実
施
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

・
さ
ら
に
調
査
・
検
討
が
必
要
な
た
め
、
継
続
審
査
と
す
る
。

委
員
会
の
主
な
意
見

継
続

採
択

  

下水サーベイランス
とは

採
択
さ
れ
た
２
件
の
請
願
は
、
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣

ほ
か
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

〒

つばた議会だより　No.167

令和 5年 10月 5日発行
4



採決結果採決結果

９月会議　採決状況一覧 〇：賛成　　×：反対　　議長は採決に加わらない。「－」

議案１５件　請願４件　同意１件　議会議案３件

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
　　　結　　果
          
          　  （賛成：反対）

議　案

池
野　
翔
吾

柴
田　
洋
一

東　
　
克
彦

中
島　
敏
勝

小
倉　
一
郎

小
町　
　
実

竹
内　
竜
也

八
十
嶋
孝
司

西
村　
　
稔

酒
井　
義
光

塩
谷　
道
子

多
賀　
𠮷
一

向　
　
正
則

道
下　
政
博

谷
口　
正
一

河
上　
孝
夫

議 案 第 55 ～ 69 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決 （１５：０）
請 願 第 2 号 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択 （１４：１）
請 願 第 4 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ × × × × ○ ○ 採　択 （１０：５）
請 願 第 ６ ～ ７ 号 × × × × × × × － × × ○ × × × × × 不採択 （１：１４）
同 意 第 ５ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意 （１５：０）
議 会 議 案 第 ７ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決 （１５：０）
議 会 議 案 第 ８ 号 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決（１４：１）
議 会 議 案 第 ９ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ × × × × ○ ○ 可　決（１０：５）

議案の一部を２ページに紹介－－－　議案　ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー　

議案５５   
議案５６   
議案５７   
議案５８   
議案５９   
議案６０   
議案６１   
議案６２  
　　　　　　　　　　　　　　
議案６３   
議案６４   

議案６５   

議案６６   

議案６７   
議案６８   

議案６９ 

補助災害復旧事業費の増など（４６億７３６１万円増）
事業調整基金積立金の増など（４１３０万円増）
後期高齢者医療広域連合納付金の増（７８９万円増）
介護給付費準備基金積立金の増など（６０２６万円増）
ＡＩ活用型オンデマンドバス導入事業費の増など（６４７万円増）
災害復旧事業費の増（６７００万円増）
災害復旧事業費の増など（８億９２００万円増）
感染症防疫作業手当の額を「４０００円を超えない範囲内におい
て町長が定める額」に変更
急速充電設備の全出力の上限の撤廃など
不均一課税の対象資産の取得期間を「令和７年３月３１日」まで
延長
オンデマンドバスの運行区域、利用料金の追加など

笠谷保育園、萩坂保育園を廃園とするため、保育所・認定こども
園の名称及び位置からそれそれを削除
太田８６号線を町道路線に認定
津幡駅構内津幡駅自由通路等新設工事（２０億７２６５万円）

（契約の相手方　ＩＲいしかわ鉄道株式会社）
災害応急救助費の増など（２億６２３万円増）

4 ページに紹介－－－　請願　ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー　

－－－　同意　ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

令和５年度一般会計補正予算（第５号）		            　　　　　　
令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）		
令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）	                  
令和５年度介護保険特別会計補正予算（第１号）	                  
令和５年度バス事業特別会計補正予算（第１号）                                         
令和５年度水道事業会計補正予算（第２号）        　　　　　　
令和５年度下水道事業会計補正予算（第２号）
町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
について
町火災予防条例の一部を改正する条例について               
町半島振興対策実施地域における固定資産税の特例に関す
る条例の一部を改正する条例について                         
町営バスの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例について
町児童福祉施設条例の一部を改正する条例について

町道路線の認定について               
委託契約の締結について

令和５年度一般会計補正予算（第６号）

請願２   
請願４   

請願６
請願７ 

生物多様性の保全・ネイチャーポジティブの対策の強化を求める意見書の提出を求める請願		            　　　　　　
性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関する法律（ＬＧＢＴ理解増進法）の慎重な運用を求
める請願書
政府は、男女賃金格差を是正する具体的方策をつくるよう求める請願	                  
健康保険証廃止の中止等を求める意見書採択の請願                 

同意５ 渡邉加寿子氏の任命に同意町教育委員会委員任命につき同意を求めることについて

－－－　議会議案　ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

議会議案７
議会議案８
議会議案９

津幡町議会基本条例について
生物多様性の保全・ネイチャーポジティブの対策の強化を求める意見書
性的指向及びジェンダーアイデンティティーの多様性に関する国民の理解の増進に関する法律（ＬＧＢＴ理解増進法）の慎重な運用を
求める意見書
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取
水
・
送
配
水
な
ど
水
道
施
設
の

耐
災
害
性
の
現
状
は
。

災
害
時
の
電
源
確
保
対
策
を
と
っ

て
い
る
。

県
水
受
水
槽
の
耐
災
害
性
強
化
を

図
る
べ
き
だ
。

災
害
時
に
も
安
定
し
た
水
道
水
の

供
給
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
施
設

の
整
備
及
び
運
用
を
図
る
。

▶
井
上
公
民
館
で
宿
泊
体
験

一般質問一般質問

竹内

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

公民館

問答

たけうち たつや

議員竜也

A Q A Q

線
状
降
水
帯
の
発
生
時
に
、
水
没

車
を
出
さ
な
い
た
め
に
車
中
泊
避

難
や
車
両
の
避
難
場
所
と
し
て
、

れ
き
し
る
な
ど
の
高
台
に
あ
る
公

共
施
設
の
駐
車
場
利
用
を
検
討
せ

よ
。

車
中
泊
避
難
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

が
様
々
な
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
と

推
奨
で
き
な
い
。
豪
雨
時
の
避
難

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

一
時
的
な
避
難
退
避
場
所
と
な
る

が
、
れ
き
し
る
や
運
動
公
園
体
育

館
の
駐
車
場
に
は
利
用
で
き
る
ト

イ
レ
も
あ
る
。
ま
た
、
民
間
企
業

の
駐
車
場
も
活
用
で
き
る
よ
う
検

討
し
働
き
か
け
た
い
。

A

豪
雨
時
の
駐
車
場
へ
の
避
難
は

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
で
熱
中
症
対
策

を
。

熱
中
症
対
策
の
一
つ
と
し
て
全
国

選
抜
社
会
人
相
撲
選
手
権
大
会
な

ど
で
活
用
を
試
み
、
有
効
で
あ
れ

ば
学
校
や
体
育
施
設
な
ど
に
も
広

げ
た
い
。

▶
高
台
に
あ
る
れ
き
し
る
横
の
駐
車
場

民
間
の
駐
車
場
活
用
も
検
討
し
た
い

小町

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

避難対策Q

問答

こまち みのる

議員実

A Q

　一般質問とは

　議員が町政全般にわたり、執行機関である町に対して

　報告や説明を求めたり、質問することをいいます。

公
民
館
に
対
す
る
評
価
は
。

全
国
優
良
公
民
館
と
し
て
表
彰
さ

れ
る
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
生
涯
学
習
の
振
興
発
展
に
寄

与
し
て
き
た
。

公
民
館
の
機
能
と
役
割
は
。
ま
た

セ
ン
タ
ー
と
の
違
い
は
。

公
民
館
は
、
社
会
教
育
施
設
と
し

て
、
学
習
機
能
や
必
要
課
題
へ
の

取
り
組
み
が
重
要
視
さ
れ
る
。

セ
ン
タ
ー
は
、
従
来
の
公
民
館
機

能
を
維
持
し
つ
つ
、
地
域
づ
く
り

活
動
や
要
求
課
題
へ
の
対
応
も
重

視
さ
れ
る
。

セ
ン
タ
ー
に
移
行
す
る
利
点
は
。

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
要
望
に
応

え
る
柔
軟
な
運
営
が
可
能
と
な

る
。

A QA QA Q

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
の
利
点
は

柔
軟
な
運
営
が
可
能
と
な
る
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Ａ
Ｅ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
に
、
胸
部
を
覆

う
た
め
の
三
角
巾
の
設
置
を
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
に
は

三
角
巾
を
用
い
る
こ
と
も
一
つ
の

有
効
な
手
段
だ
。
公
共
施
設
に

設
置
し
て
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
、
救
適

マ
ー
ク
交
付
事
業
所
に
つ
い
て
、

三
角
巾
及
び
使
用
す
る
際
の
説
明

書
を
準
備
す
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
位
置
を
知
ら
せ
て
く
れ

る
ア
プ
リ
と
活
用
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
取
り
組
み
を
提
案
す
る
。

今
後
、
調
査
・
研
究
を
し
て
い
き

た
い
。
ま
ず
は
、
救
命
手
当
の
重

要
性
を
広
く
町
民
に
訴
え
る
。

A

Ａ
Ｅ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
に
三
角
巾
を

避
難
所
で
あ
る
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
設
置
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

引
き
続
き
検
討
す
る
。

町
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率

は
向
上
し
て
い
る
か
。

３
年
度
の
０
％
か
ら
、
４
年
度

14
・
３
％
に
向
上
し
た
。

投
票
支
援
カ
ー
ド
の
導
入
を
。

導
入
に
向
け
検
討
す
る
。

町
の
把
握
箇
所
に
設
置
す
る

道下

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

ＡＥＤQ

問答

みちしたまさひろ

議員政博

A Q

A Q A Q

土
砂
災
害
及
び
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
改
正
点
は
。

浸
水
・
土
砂
災
害
リ
ス
ク
の
空
白

地
帯
を
減
ら
す
こ
と
で
、
防
災
体

制
の
強
化
に
つ
な
げ
、
安
全
安
心

な
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

総
門
川
・
八
反
田
川
流
域
の
浸
水

被
害
の
原
因
と
今
後
の
対
策
は
。

河
川
氾
濫
の
原
因
究
明
を
早
急
に

行
い
、
水
害
対
策
を
講
じ
た
整
備

を
す
べ
き
と
考
え
る
。

今
回
の
災
害
を
受
け
、
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
に
具
体
的
事
業
が
示

さ
れ
る
の
は
い
つ
頃
か
。

各
々
の
対
策
計
画
が
定
ま
り
次

第
、
早
期
に
更
新
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

A

防
災
・
減
災
の
さ
ら
な
る
備
え
を

タ
ク
シ
ー
等
利
用
助
成
額
を
増
額

せ
よ
。

来
年
度
に
向
け
て
タ
ク
シ
ー
料
金

の
改
定
率
を
参
考
に
、
助
成
額
の

見
直
し
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討

す
る
。

▶
平
時
の
八
反
田
川
（
清
水
地
内
）

防
災
対
策
を
強
化
す
る

小倉

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

豪雨災害Q

問答

こくら いちろう

議員一郎

A Q A Q

A Q

A Q
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ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
な
ど
の
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
を
町
と
し
て
取
っ
て

い
る
の
か
。
公
民
館
・
学
校
・
保

育
園
・
こ
ど
も
園
・
学
童
保
育
等

で
の
対
策
は
。

用
途
に
よ
っ
て
パ
ソ
コ
ン
を
使
い

分
け
、
必
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ

ベ
ル
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
。

県
内
自
治
体
が
共
同
で
急
速
に
変

化
す
る
脅
威
に
対
し
て
、
危
険
因

子
の
早
期
発
見
・
対
処
を
目
的
と

し
た
各
種
の
高
度
な
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

万
全
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

A

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

ア
ザ
レ
ア
で
の
文
教
福
祉
イ
ベ
ン

ト
の
充
実
を
図
れ
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
生
涯
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

町
内
在
住
の
24
歳
ま
で
の
大
学
生

ら
の
医
療
費
の
無
料
化
を
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
成
人
の
医
療

費
無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

▶
学
童
保
育
で
の
パ
ソ
コ
ン
周
辺
機
器

一般質問一般質問

万
全
の
対
策
を
講
じ
て
い
く

東

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

危機管理Q

問答

あずま かつひこ

議員克彦

A Q A Q

町
道
太
田
領
家
線(

旧
農
免
道
路)

の
漕
艇
場
付
近
を
横
断
す
る
中
学

生
の
安
全
を
確
保
せ
よ
。

津
幡
南
中
学
校
で
は
、
ボ
ー
ト
部

員
に
安
全
な
横
断
方
法
を
継
続
的

に
指
導
し
て
い
る
。

街
灯
設
置
や
注
意
喚
起
看
板
の
設

置
も
、
歩
行
者
の
安
全
性
向
上
に

は
有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

学
校
・
地
元
区
と
調
整
し
て
看
板

の
設
置
を
進
め
た
い
。

ま
た
信
号
機
・
横
断
歩
道
に
つ
い

て
は
、
地
元
区
か
ら
の
設
置
要
望

が
あ
れ
ば
、
津
幡
警
察
署
に
要
望

し
て
い
く
。

A

町
道
太
田
領
家
線
の
歩
行
者
保
護
は

河
北
潟
沿
岸
地
域
の
開
発
に
お
け

る
治
水
対
策
は
。

大
規
模
な
開
発
行
為
で
は
、
調
整

池
な
ど
の
整
備
が
行
わ
れ
る
。

保
育
士
不
足
に
対
す
る
対
応
は
。

業
務
改
善
を
行
い
、
今
後
も
保
育

士
の
確
保
に
努
め
る
。

▶
横
断
者
を
守
れ

注
意
喚
起
看
板
の
設
置
を
進
め
た
い

池野

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

交通安全Q

問答

いけの しょうご

議員翔吾

A Q A Q

※
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
と
は

個
人
情
報
な
ど
を
人
質
に
と
っ
て　

身
代
金
を
要
求
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
。
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
。
小

松
市
梯
川
の
氾
濫
等
を
教
訓
と
せ

ず
当
町
だ
け
は
安
全
で
あ
る
と

言
っ
て
、
対
策
を
講
じ
て
こ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

安
全
安
心
の
町
づ
く
り
を
目
指

し
、
町
が
管
理
す
る
準
用
河
川
15

河
川
に
お
い
て
、
２
年
度
よ
り
緊

急
し
ゅ
ん
せ
つ
推
進
事
業
を
順
次

行
っ
て
い
る
。
堆
積
土
砂
、
草
木

を
除
去
し
、
流
下
能
力
の
確
保
を

図
る
も
の
で
、
全
国
の
水
害
を
教

訓
と
し
た
災
害
対
策
で
あ
る
。

今
回
の
想
定
外
の
集
中
豪
雨
を
ふ

ま
え
調
査
検
証
を
行
い
、
防
災
・

減
災
に
向
け
た
さ
ら
な
る
対
策
を

講
じ
て
い
く
。

A

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

個
人
宅
や
企
業
が
防
災
工
事
を

行
っ
た
際
の
助
成
制
度
を
検
討
せ

よ
。

河
川
氾
濫
の
原
因
を
検
証
し
た
上

で
、
住
居
に
対
す
る
助
成
制
度
の

必
要
性
も
研
究
し
た
い
。

さ
ら
な
る
対
策
を
講
じ
る

西村

豪雨災害Q

問答

にしむら みのる

議員稔

A Q

津
幡
川
の
川
尻
水
門
は
開
い
て
い

た
の
か
。

県
か
ら
の
指
示
で
12
日
午
後
８
時

に
水
門
は
開
け
ら
れ
て
い
る
。

総
門
川
・
八
反
田
川
の
水
の
行
き

場
が
な
か
っ
た
の
で
は
。

計
画
を
超
え
る
雨
量
の
た
め
、
排

水
ポ
ン
プ
に
よ
る
強
制
排
水
で
も

追
い
付
か
な
か
っ
た
。

刈
安
校
区
の
避
難
所
を
移
転
で
き

な
い
か
。

改
修
で
対
応
可
能
か
調
査
検
討
し

た
上
で
判
断
し
た
い
。

被
害
を
受
け
た
方
に
は
、
ど
の
よ

う
な
補
償
が
あ
る
の
か
。

国
の
制
度
に
加
え
、
町
の
被
災
者

生
活
再
建
支
援
補
助
金
制
度
で
も

被
害
区
分
に
応
じ
て
交
付
す
る
。

A

７
月
12
日
、
13
日
の
大
雨
状
況
を
聞
く

温
水
プ
ー
ル
の
障
害
者
枠
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
時
期
は
。

ア
ザ
レ
ア
全
会
員
に
対
し
て
年
２

回
程
度
、
実
施
す
る
予
定
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当

は
。

検
討
し
て
い
る
。

給
食
費
を
無
償
に
で
き
な
い
か
。

無
償
化
す
る
予
定
は
な
い
。

▶
泥
だ
ら
け
に
な
っ
た
津
幡
小
学
校
前

想
定
外
の
雨
量
で
排
水
追
い
付
か
ず

塩谷

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

豪雨災害Q

問答

しおたに みちこ

議員道子

A Q A Q

A Q A Q

A Q

A Q

▶
冠
水
し
た
道
路
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町
の
Ｄ
Ｘ
化
計
画
に
、
災
害
・
避

難
場
所
の
情
報
が
わ
か
る
防
災
ア

プ
リ
の
導
入
を
検
討
せ
よ
。

井
上
の
荘
区
に
お
い
て
石
川
工
業

高
等
専
門
学
校
が
取
り
組
ん
だ
ま

ち
な
か
ハ
ザ
ー
ド
標
識
は
、
土
地

勘
の
な
い
人
に
と
っ
て
避
難
場
所

及
び
避
難
経
路
の
把
握
に
有
効
で

あ
る
。

今
後
は
、
石
川
工
業
高
等
専
門
学

校
と
連
携
し
、
こ
れ
を
利
用
し
た

防
災
ア
プ
リ
の
検
討
が
で
き
な
い

か
協
議
す
る
。
多
機
能
な
ア
プ
リ

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ら

れ
な
い
か
調
査
し
た
い
。

A

防
災
ア
プ
リ
を
導
入
・
充
実
さ
せ
よ

児
童
の
命
を
守
る
た
め
、
体
育
館

へ
の
早
期
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

設
置
費
用
・
維
持
管
理
費
用
な
ど
、

大
き
な
財
政
負
担
が
生
じ
る
の
で

有
利
な
財
源
が
な
け
れ
ば
難
し
い
。

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

▶
ま
ち
な
か
ハ
ザ
ー
ド
標
識

一般質問一般質問

多
機
能
ア
プ
リ
を
目
指
し
調
査
す
る

柴田

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

防　災Q

問答

しばた よういち

議員洋一

A Q

災
害
時
の
町
民
の
情
報
共
有
の
た

め
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
メ
ー
ル
の
登

録
を
推
進
せ
よ
。

両
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
者
を
、
増
や

す
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

自
主
防
災
ク
ラ
ブ
の
連
絡
網
の
整

備
に
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
メ
ー
ル
を
活

用
せ
よ
。

あ
く
ま
で
自
主
的
な
活
動
を
す
る

自
主
防
災
ク
ラ
ブ
員
に
町
か
ら
活

動
の
要
請
を
行
う
こ
と
は
な
い
。

町
か
ら
自
主
防
災
ク
ラ
ブ
員
へ

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
一
斉
メ
ー
ル
等
で

の
情
報
体
制
の
整
備
は
困
難
で
あ

る
。

A

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
メ
ー
ル
で
情
報
共
有
を

登
録
者
の
増
加
に
取
り
組
む

中島

防　災Q

問答

なかしまとしかつ

議員敏勝

A Q

▶
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副

反
応
の
被
害
救
済
を
検
討
せ
よ
。

健
康
推
進
課
で
相
談
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

訪
問
入
浴
事
業
者
が
撤
退
後
も
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
確
保

を
せ
よ
。

継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

A Q A Q

▶
避
難
経
路
を
ア
プ
リ
で
表
示
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７
月
21
日　

視
察
受
入

　

岡
山
県
美
咲
町
議
会

　
　
　
　
　

総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

移
住
定
住
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

８
月
２
日　

視
察
受
入

　

長
崎
県
西
彼
杵
郡
町
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
副
議
長
会

　

通
年
議
会
の
取
り
組
み
状
況

　

反
問
権
導
入
に
よ
る
変
化

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
の
状
況

８
月
10
日　

研
修
会

　

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会

　

議
員
・
監
査
委
員
合
同
研
修
会

　
地
方
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

論
理
整
理
と
実
践
に
向
け
て

８
月
16
日　

研
修
会

　

河
北
郡
市
議
長
会
議
員
研
修
会

　
河
北
郡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施　
　

　

設
見
学
な
ど

８
月
25
日　

研
修
会

　

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

よ
り
良
い
広
報
作
り
を
目
指
し
て

７月会議７月会議

７月会議　採決結果　　　 議案５件…全員賛成
議案５０   令和５年度一般会計補正予算（第３号）          　　　　　　
議案５１   令和５年度簡易水道事業会計補正予算（第１号）                
議案５２   令和５年度水道事業会計補正予算（第１号）                    
議案５３   令和５年度一般会計補正予算（第４号）                 
議案５４   令和５年度下水道事業会計補正予算（第１号）                                           

　

７
月
19
日
に
７
月
会
議
を
開
催
し
た
。

　

町
長
か
ら
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
・
事

業
会
計
補
正
予
算
３
件
が
提
出
さ
れ
た
。
追
加

と
し
て
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
・
下
水
道　

事
業
会
計
補
正
予
算
２
件
が
提
出
さ
れ
た
。

　

議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
審
議
を
経
て
全
議

案
を
可
決
し
た

５億８５５７万円を可決　

昭和３９年以来の大災害
7 月 12 日・13 日　豪雨災害補正　４億４２８７万円を可決

一般会計
補正予算

プレミアム商品券の発売など（1 億 5470 万円増）
水道の基本料金を減免（一般会計から補てん）
水道の基本料金減免に係るシステム改修委託料の増額（40 万円増）
７月の豪雨による公共施設等の災害復旧のため（4 億 3087 万円増）
７月の豪雨による電気機械設備故障の応急復旧のため（1200 万円増）

報　
告

▲建物を巻き込むがけ崩れ（鷹の松南墓地公園下）
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石
川
県
河
北
郡
津
幡
町
字
加
賀
爪
ニ
３
番
地

　
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
t
s
u
b
a
t
a
.
l
g
.
j
p
/

　
 
e
メ
ー
ル
 
g
i
k
a
i
j
i
m
u
k
y
o
k
u
@
t
o
w
n
.
t
s
u
b
a
t
a
.
l
g
.
j
p

発
行

／
津

幡
町

議
会

　
発

行
責

任
者

／
議

長
 　

八
十

嶋
孝

司
編

集
／

広
報

調
査

特
別

委
員

会

令
和
5
年
1
0
月
5
日
発
行

つ
ば
た

つ
ば
た

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

№№
1
6
7

1
6
7

議会メール

 アドレス

議
会
だ
よ
り
の
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

T
E
L
 
0
7
6
(
2
8
8
)
6
4
1
0

F
A
X
 
0
7
6
(
2
8
8
)
6
4
1
8

　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
は
、
音

楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
弾

み
、
全
身
を
使
っ
て
運
動
し

ま
す
。
カ
ラ
ダ
を
ほ
ぐ
し
て

血
流
・
免
疫
力
も
ア
ッ
プ
。

ス
ト
レ
ッ
チ
も
取
り
入
れ
て

心
地
よ
い
汗
を
か
き
楽
し
い

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。健
康
維
持
、

認
知
症
予
防
に
も
。

　

月
１
回
の
サ
ー
ク
ル
で
す

が
、
入
会
に
よ
っ
て
新
た
に

お
友
だ
ち
が
で
き
て
和
気
あ

い
あ
い
と
、
健
康
づ
く
り
に

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
年
１

回
の
花
見
ラ
ン
チ
な
ど
、
縛

り
の
な
い
気
軽
な
サ
ー
ク
ル

で
す
。体
験
い
つ
で
も
歓
迎
。

ど
な
た
で
も
、
お
子
さ
ま
連

れ
の
方
、
年
齢
を
問
わ
ず
、

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

◆
活
動
場
所
と
時
間

　

英
田
公
民
館　
　

　

毎
月
第
３
火
曜
日

  　
　
　
　
　
　

10
~
11
時

◆
連
絡
先

   

☎
２
８
８
︲
５
９
９
５　
　
　
　
　
　
　

　
︵
英
田
公
民
館　

山
﨑
︶

　

８
月
30
日
、
春
の
改
選
後
、
新
体
制
と
な
っ
て
か
ら
３
回
目
と

な
る
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
４
点
に
つ

い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

・
議
会
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

・
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
逐
条
解
説
︵
改
定
案
︶
の
検
討

・
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
及
び
条
例
施　

   

行
規
程
の
検
討

・
議
会
と
語
ろ
う
会
︵
議
会
報
告
会
︶
実
行
計
画
︵
案
︶

   

議
会
と
語
ろ
う
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
の
影
響
に
よ
り
４
年
前
を
最
後
に
開
催
が
途
絶
え
て
い

た
が
、
来
年
春
の
再
開
に
向
け
て
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
町
民
と

議
会
と
が
直
接
意
見
の
交
換
が
で
き
る
貴
重
な
場
で
あ
り
、
成
功

に
向
け
、
期
待
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

                                      (

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会)

代
表　

山や
ま
ざ
き﨑

明あ
け
み美

ザ
・
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
議
会
改
革

英
田
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
町
に
な

っ
て
ほ
し
い
で
す
か
？

公
民
館
に
、
車
椅
子
等
の

方
も
利
用
で
き
る
多
目
的

ト
イ
レ
を
作
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

津
幡
町
の
好
き
な
ス
ポ
ッ

ト
は
ど
こ
で
す
か
？

夏
に
、
河
合
谷
大
滝
と
県

境
の
赤
い
橋
か
ら
見
る
景

色
。
そ
こ
で
深
呼
吸
す
る

と
気
持
ち
が
落
ち
着
き
ま

す
。

訃　
　
報

条
南
小
学
校
６
年

上う
え
だ田

美み

う羽
さ
ん
の
作
品
で
す
。

表
紙
の
題
字
は

~
中
橋
久
左
衛
門
と
は
~

現
中
橋
区
に
生
を
受
け
、

正
徳
元
年
︵
１
７
１
１
年
︶

に
河
原
市
用
水
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

久
左
衛
門
は
、
波
自
加
彌

神
社
︵
金
沢
市
︶
で
白
狐
の

足
跡
を
見
つ
け
、足
跡
に
沿
っ

て
水
路
を
掘
り
進
め
よ
と
の

お
告
げ
と
解
釈
、
山
に
沿
っ

て
水
路
を
掘
り
進
め
工
事
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

没
後
の
大
正
１３
年
に
従
五

位
を
受
勲
。
晩
年
を
過
ご
し

た
現
浅
田
地
区
に
は
顕
彰
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
幡
町
の
小
学
校
４
年
生

は
、
河
原
市
用
水
土
地
改
良

区
の
今
井
一
明
事
務
局
長
が

行
う
紙
芝
居
で
久
左
衛
門
の

歴
史
を
学
ん
で
い
ま
す
。

表
紙
の
風
景

条
南
小
学
校
の
す
て
き
な

と
こ
ろ
は
、
男
女
仲
良
く
、

元
気
な
と
こ
ろ
で
す
。

先
生
や
友
だ
ち
に
も
明
る

く
先
に
あ
い
さ
つ
で
き
る

人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
条
南
小
を
あ

い
さ
つ
い
っ
ぱ
い
の
学
校

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

サ
ー
ク
ル
紹
介　

第
56
回A Q A Q

議
会
を       　
　
　
　
　

◆
受
付
日
時

   

提
案
理
由
の
説
明   

　

町
政
一
般
質
問      

◆
受
付
場
所

日
程
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　
　
（
問
合
先
）
議
会
事
務
局　

  

☎　

２
８
８
‐
６
４
１
０

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か       

12
月
会
議
　
　
　
　

12
月
４
日
（
月
）
午
後
０
時
30
分
〜

12
月
５
日
（
火
）
午
前
９
時
〜　
　

役
場
庁
舎
４
階　

傍
聴
受
付　

12
月
４
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
〜
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